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研究紹介： 「結晶化できない、もしくは従来の構造解析手法では見たいところが

見えない」ような複合体について、機能に関わる構造情報を、質量分析を駆使して

獲得することを目指して研究を行っています。本公募研究では、連携研究者：七種

和美（広島大）とともに、複合体をそのままの状態で観測するネイティブ質量分析

の技術を活かして研究を展開することに加え、この手法を高度化し、イオン化を妨

げる無機塩存在下でのネイティブ質量分析や、さらには細胞から直接サンプリング

した夾雑環境下でのタンパク質複合体のネイティブ質量分析を目指します。また、

領域内での様々な共同研究を進めることで、領域の発展に貢献します。 
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複合体丸ごとの 
マススペクトルの取得 

試料溶液 

内径 1～数 m 

351.5 kDa 


